






研究目的 

早産未熟児出生の予防が周産期死亡を減少させるうえで極めて重要なことは,未熟児管理

の進歩した現在においても広く認められていることである。 

そこで私たちは,早産予防の管理指針を作成するための基礎資料として,今年度は次の 2点

について検討した。 

1)早産発生原因に関する臨床統計 

2)切迫早産における治療開始条件 


